
























１　評価対象施設

団体名

所在地

２　利用状況（目標と実績）

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

３　指定管理業務にかかる収支状況

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｅ

令和７年度　指定管理者管理運営事業評価シート

赤穂市文化会館

兵庫県赤穂市中広８６４番地

指定期間

評価実施年

開始日

終了日

令和 ７ 年 ４ 月 １ 日

令和 ８ 年 ３ 月３１日

選定方法 指定期間３年のうち２年目公　 募　・　非公募

公の施設の名称

所在地

指定管理者
（公財）赤穂市文化とみどり財団

赤穂市中広８６４番地

単位成果指標

利用者数

稼働率

R８実績目標R７実績目標Ｒ６実績目標

126,000 126,000 75,427 126,00069,467

55 60

令和８年度予算
（指定期間３年目）

人

％

160,055,000

96,180,000

158,274,335

97,954,610

収入計

指定管理料

利用料収入

自主事業収入

その他

令和６年度決算
（指定期間１年目）

令和７年度決算
（指定期間２年目）

区　　　　分

166,783,087

97,086,172

37,700,000

26,175,000

―

69,279,125 70,149,932 74,240,000

42,142,330 31,560,860

28,758,865

31,560,860

―

施設設置目的

主な実施事業

本市における文化の振興と交流の場を市民に提供し、市民の自主的な文化活動の展開
によって市民文化の向上を図ることを目的として赤穂市文化会館を設置する。

貸館業務・施設管理業務

26,175,000

内、再委託料

自主事業費

支出計

事業費

内、人件費 28,605,317 30,029,000

27,554,585

42,142,330

―

166,783,087 158,274,335 160,055,000

124,640,757 126,713,475 133,880,000

26,474,648

補足説明

・支出欄「Ｄ・Ｅ」は代表的な内訳を取り上げているため合計額とはならない。
・事業費は、該当年度及び過年度決算を記入する。また、右欄には、次年度予算を記載する。
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４　事業評価
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A A

事業運営

事業計画に即し、必須事業を実施している。 A A

施設の目的に沿った自主事業を実施している。

③
安
定
性

経理事務 専用の口座等を備え適切に経理事務を行っている。 Ｂ

予算執行 収支予算書の範囲内で適正に予算を執行している。 Ｂ

経費縮減 経費が縮減され、又は縮減に向けた努力を行っている。 Ｂ

収支状況 収支予算書と比較して、収支状況は妥当である。 Ｂ

総　括 ③安定性に関する評価 Ｂ

Ｂ

維持管理

仕様書等に従い、維持管理を適切に行っている。 Ｂ

仕様書等に従い、設備の保守管理を行っている。 Ｂ

備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。 Ｂ

協定書等に従い、適切に修繕を行っている。 Ｂ

財務状況 指定管理者の財務状況は、業務の継続が可能な状態である。 Ｂ

総　括 ①サービスの履行に関する評価 Ｂ

総　括 ②サービスの質に関する評価 Ｂ

環境配慮 省エネルギー、省資源等環境への配慮がなされている。 A

広報活動 事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行っている。 A

苦情等対応
要望、苦情等に対して迅速かつ適切に対応している。 Ｂ

要望、苦情等を整理し、遅延なく市に報告している。 Ｂ

事業評価
Ｂ

利用者の利便性向上を図るため、自己評価を実施し、利用者等に公表している。 Ｂ

②
サ
ー

ビ
ス
の
質

施設管理
協定書等に従い、開館日、閉館時間等を遵守している。 Ｂ

事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じている。 Ｂ

利用者対応

利用許可、利用料金の徴収、減免、還付等の受付業務を適切に行っている。 Ｂ

利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。 Ｂ

言葉使い、態度、服装等接遇が適切である。

A A

事業内容がサービス水準の向上に寄与している。 ＢＢ

提案事項 指定管理者の提案事項については、市と協議し、提案のとおり実施している。 Ｂ

利用状況 利用者数、稼働率等は、目標に対し妥当な水準である。 Ｃ

利用者アンケート調査を実施し、その結果を利用者等に公表している。

連絡調整
協定書等に従い、各種報告書を市に提出している。 Ｂ

市、関係団体等との連絡調整を適切に行い、情報の共有が図れている。 Ｂ

緊急対応

事故、災害等の緊急時の連絡体制が整備されている。 Ｂ

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練を行っている。 Ｂ

緊急時又は危険予測時、直ちに措置を講じ、市に報告を行っている。 Ｂ

情報公開
情報公開に関する法令や条例に準拠した運用がなされている。 Ｂ

協定書等に従い、情報を適切に管理し、公表している。 Ｂ

管理記録
業務日誌等を適切に整備、保管している。 Ｂ

点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。 Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

法令遵守等 法令、条例等に基づき、必要な点検、報告等を行っている。 Ｂ

個人情報保護
個人情報保護に関する法令を遵守している。 Ｂ

個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じている。 Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

事業計画に即し、計画的に研修等を実施している。 Ｂ

第三者への委託
外部委託の内容は、事前に市の承認を受けており適切である。 Ｂ

外部委託業者に対して協定書等を遵守している。 Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

評価区分 評価項目 自己評価 所管評価

①
サ
ー

ビ
ス
の
履
行

人員体制

事業計画に即し、人員を過不足なく配置している。 Ｂ

必要な資格、経験を有する人員が確保されている。 Ｂ



※評価基準

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

総合評価

良好

要改善

優良

良好

総合評価 BB前年評価

　事業では、年間計画に沿って予定どおり実施することができた。クラシックから演劇、歌舞伎、落語など幅広いジャンルの
イベントを提供し、主体的に芸術・芸能が鑑賞できる施設としての役割を果たせた。未来を担う子ども達のために、未就学児
には「ピッコロ劇団 おはなしBOX」「み～んなウェルカムクラシックコンサート」、小学生には「おもしろミュージックスクール」、
中学生には「演劇 ピッコロわくわくステージ」を実施した。赤穂義士祭前日には「旭堂南海独演会」を開催し、今回は講談だ
けでなく「浪曲師 京山幸太」をゲストに招き、好評のうちに終えた。
　年間の利用者数はでは、コロナ禍を経て市民の行動嗜好の変化が影響してか、今年度75,427人の入場となっている。令
和5年度 63,584人、令和6年度 69,467人と推移しており、前年と比較して5,960人の増加という結果となった。令和元年度に
は76,944人の利用があり、ほぼ感染症発生前の利用者数に近づくまでに回復してきている。
　施設面では、開館以来33年が経過し、経年劣化により修繕箇所が増えている。具体的には、「消火水槽警報受信」「1階男
子トイレ洗面台傾斜」「スプリンクラー出口圧力低下」などがあげられる。不具合が生じた箇所のうち緊急性・安全性を考慮

しつつ、予算が限られていることから優先順位をつけながら対応してきた。
　今後も会館利用者の増加を図るため、従来の赤穂市広報紙や文化情報「赤穂」、赤穂市公式LINE、会館HPやSNS(フェイ
スブック・インスタグラム)の積極的活用とタイムリーな情報提供、そして「姫路ケーブルテレビでの事業案内」及び「東備西播
ともりんくへのイベント情報掲載」を通じてPRに努めていく。今後も市民の要望等を的確に把握し、利用者に喜ばれる施設・
設備の充実を進めていく。

　適切な管理運営を行い、本市の社会教育、文化・芸術活動の拠点としての役割を果た
している。
　引き続き、広報やSNSを活用した積極的な情報発信に努め、利用者増への取り組みの
充実を図られたい。
　利用者の安全確保に努め、貸館業務による交流の場の提供や幅広いジャンルのイベ
ントの企画運営等、市民文化の向上に向けた取り組みに努められたい。

【所管評価】

【自己評価】

所見
（成果、課題等）

要改善

優良、要改善以外の評価

評価項目の評価の内、Cが１割以上含まれる。

自己評価、所管評価の「総括」にCが含まれず、かつAが過半数以上ある。

優良、要改善以外の評価

自己評価、所管評価の「総括」にCが２つ以上含まれる。

自己評価・所管評価 協定書、仕様書、事業計画書等を遵守し、要求水準より優れている。

協定書等を遵守し、要求水準を概ね満たしている。

協定書等に定める要求水準を下まわっており、改善が必要と認められる。

評価項目の評価が全てB以上であり、かつAが過半数である。

優良

良好

要改善

優良総　　　　括


